
                      

令 和 ８ 年 1 0 月 2 1 日 

国土政策局地域振興課 

国土審議会第11回特殊土壌地帯対策分科会の開催 
～今後の特殊土壌地帯対策等について議論します～ 

 

 

 
 

 

※特殊土壌地帯：しばしば台風の来襲を受け、雨量が極めて多く、かつシラス等特殊な火山噴出物等の特殊

土壌に覆われているために、災害が発生しやすく農業生産力が低い地帯 
 

１．概 要 

  日  時： 令和８年10月28日（水）14:00～16:00 

  場  所： 中央合同庁舎３号館11階特別会議室 ※オンライン併用 

        （東京都千代田区霞が関２-１-３） 

  議  事： （１）特殊土壌地帯対策の現状と課題 

（２）その他 

  委  員： 別紙のとおり 

２．傍 聴 

○本会議は一般の方を含め、どなたでも傍聴が可能です。 
○ただし、会場での傍聴は報道関係者に限り、その他の方々の傍聴はWEB（Microsoft Teams）
上でのみとします。報道関係者のカメラ撮りについては、冒頭のみ可能です。 

○傍聴を希望される場合は、令和８年10月26日（月）までに、下記回答フォームに必要事項
を入力いただきますようお願いします。 

＜回答フォーム＞ 
https://forms.cloud.microsoft/r/pfr43EFSiV 

＜登録内容 ※すべて必須です。＞ 
①区分（傍聴登録・カメラ撮り・両方）、②氏名、③ふりがな、 
④所属先（報道関係の方は社名）、⑤電子メールアドレス、⑥電話番号 
※取得した個人情報は適切に管理し、必要な用途以外に利用しません。 

※会場での傍聴を希望する方が多数となった場合は先着順とし、１社（１団体）につき１名まで 

とします。 

○WEB傍聴で使用するURL及び会場での傍聴の可否は10月27日（火）中にご連絡します。 
 ３．その他 

○会議の資料、議事要旨及び議事録については、後日、以下のホームページにて掲載します。 
＜配付資料掲載ページ＞ 
URL： http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s102_tokushudojou01.html 

 
 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 
国土政策局地域振興課 大塚、滝本 

代表：03-5253-8111（内線29-512、29-583）直通：03-5253-8403 

メール：hqt-chishin-kikaku★ki.mlit.go.jp 

※「★」を「@」に置き換えて送信してください。 

10月28日（水）に、特殊土壌地帯（※）における災害防除及び農地改良に関
する重要事項の調査審議を行うため、国土審議会第11回特殊土壌地帯対策分科
会を開催します。今回は、今後の特殊土壌地帯対策等について議論します。 



 

 

令和８（2026）年10月１日時点 

国土審議会特殊土壌地帯対策分科会委員名簿 

 

（◎：分科会長） 

 

委員 

      浅 野 耕 太  京都大学大学院人間・環境学研究科教授 

 

    ◎ 渡 邉 紹 裕  京都大学名誉教授・特任教授 

 

特別委員 

      作 野 広 和  島根大学教育学部教授 

 

      清 水 夏 樹  武庫川女子大学環境共生学部教授 

 

      中 谷 加 奈  京都大学防災研究所教授 

 

      中 野 伸 一  鹿児島県大崎町長 

 

      濵 田 省 司  高知県知事 

 

      平 舘 俊太郎  九州大学大学院農学研究院教授 

 

      深 町 加津枝  京都大学大学院地球環境学堂准教授 

 

（50音順、敬称略） 

 

 

 

別紙 


